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島田三郎，高橋是清，田中義一（2），頼母木桂吉，永井柳太郎（6），鳩山一郎，浜口雄
幸，広池千九郎，町田忠治（2），松岡洋右（2），松田源治，間部詮信，武藤山治，森恪，
山道襄一，芳澤謙吉，若槻礼次郎（2）　【軍人・官僚】小笠原長生（2），多門二郎，東
郷平八郎（5），東條英機（4），長岡外史（2），秦真次，松井茂　【実業家】渋沢栄一（3），
津下紋太郎，成瀬達（3），弘世助太郎，牧野元次郎（4）　【文化人・宗教家・ジャーナ
リストなど】青木庄蔵，大谷光演，賀川豊彦，加藤直士，菊地寛，佐々木清麿，下田歌
子（2），杉村楚人冠，高田早苗，高原操，田中智学，野間清治（2），穂積陳重，山室軍平
◆昭和 10年頃以降〔33名，47編〕
【政治家】秋田清，麻生久，安達謙蔵（2），安部磯雄，有馬良橘，岸本綾夫，近衛文麿（3），
斎藤実，重光葵，田澤義鋪（2），徳川家達，永田秀次郎，中野正剛（3），林銑十郎，増
田義一，山本悌二郎，米内光政　【軍人・官僚・実業家】加藤寛治，古田中博，東京市
情報課（2），東京市報道課（2），平出英夫（2），林桂，星一，矢野恒太　【宗教家・ジャー
ナリストなど】佐藤範雄，JOBKアナウンサー，竹脇昌作（5），徳富猪一郎，鈴木珪寿，
服部三智麿，丸山定夫（2），和田信賢
3．今後の活用に向けて
音源の収録時期と対象ジャンルから見て，「20世紀前半の公的な硬い言い回しの口語資料」
として，まずは日本語研究への多角的な活用が期待される。一読すれば分かるように，忠実
な文字起こしにより，話者の考え方や思想ばかりでなく，言葉遣いや話し方の特徴まで読み
取ることができるからである。さらに，専門的な立場からの解説として，「文字化資料とし
ての性格」（金澤裕之），「歴史的資料としての価値」（岡田則夫）の 2編を収録し，また，演
者ごとに簡単なプロフィールを付しているので，背景的な情報も併せて活用することができ
る。編者としては，本書が，言語研究の枠を超えて，例えば近現代の歴史研究をはじめとし
て幅広く活用されることを願っている。
なお，本書は 2015年 5月末付けで日本図書館協会の選定図書に選ばれた。
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